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１．課を取り巻く環境と求められる方向性

・子どもの健全な育成と安全確保を積極的に取り組み見守るためには、行政をはじめ保護者、地域（自治会・防犯

平成22年5月21日

生涯学習課

小島　満

小島　満 3

課を取り巻く

も 健 な育成 安 確保を積極 取り組 見守る 、行政を 保護者、 域（自治会 防犯
指導員・ボランティア団体等の関係機関）、警察等の連携・協力が必要となっているため、青少年育成栄町民会議
の更なる活動強化が求められている。【青少年健全育成の充実】

・行政に対して学習機会の提供についての要望は根強いが、自主的に同じような考えを持つ人たちが集い、少人
数のグループをつくり独自に学習を行ってきている状況であり、これからは行政から与えるものではなく、その様な
自主的活動を応援する体制作りを行っていく必要がある。【生涯学習事業の充実】

・情報化社会の中、施設の利用方法などが多様化している現在、施設利用者の立場に立って管理運営面での充
実を図っていかなければならない。【文化芸術発信拠点の充実】

課を取り巻く
環境と求めら
れる方向性

・図書室が住民の読書を支援するだけでなく、地域の課題解決や生活上の問題解決に必要な資料を提供するこ
とにより図書室の存在意義の確立を目指す必要がある。【生涯学習資料の充実】

・生活水準の向上や自由時間の増大により、仕事中心から生活重視へ町民の意識・価値観が変化している。なか
でもスポーツを日常化することにより、心身ともに健康な生活を営む認識が高まっている。今後、増大するゆとりや
自由時間を活用して、健康保持増進、体力の向上のための豊かなスポーツライフの実現が望まれているため、ス
ポーツ環境の充実が必要である。【スポーツ振興事業の充実】

・これまでの単なる個人的な健康・体力の保持・増進の趣きから 友人や家族間の交流・ふれあいなどコミュニ

２．課の展望、目標、使命

課の展望

課が目指す

・これまでの単なる個人的な健康・体力の保持・増進の趣きから、友人や家族間の交流・ふれあいなどコミュニ
ケーションを目的とする傾向にあるため、それらに見合った環境整備を進める必要がある。また、本年９月にゆめ
半島千葉国体デモンストレーションとしてのスポーツ行事「サイクリング競技」を開催する。【スポーツ・レクリェー
ション交流事業の充実】

生涯学習に対する住民要望が増大する中、現状に沿ったスポーツ、文化、芸術等の事業を展開することにより、
町民が生きがいを求め 健康で活力に満ちた生活が営まれている課が目指す

町民生活や
地域社会の姿

指　　　標
H21
目標値

（H21）実
績見込値

H22
目標値

ふれあいプラザ利用者数
２５０，００
０人

１５５，５８
７人

２５０，００
０人

ふれあい推進委員等の活
６学区 ４学区 ６学区課の目標

町民が生きがいを求め、健康で活力に満ちた生活が営まれている。

備　　　考
（指標の説明、目標値の根拠、データ取得方法　等）

住民一人当たり年１０回の利用を目指す。

・ふれあい推進委員　５小学校区ふれあ 推進委員等の活
動小学校区

６学区 ４学区 ６学区

スポーツ・レクリエーション
参加者数

１２，５００
人

１２，１２０
人

１２，５００
人

いきいき塾さかえの講座開
催数

６０講座 ５８講座 ６０講座

課の目標

課の展望を数値
で具体化したもの。
H22年度末の
達成目標

スポーツレクリエーション祭り、国体デモンストレーショ
ン参加者、テニスコート・野球場等の利用者、各種大会
参加者など

生涯学習アドバイザー等（ボランティア）による行政講
座における講師等の活動状況

ふ あ 推進委員 学校
・学校支援地域本部事業　１小学校区

課の使命

上記展望を実現す
るために、課が果
すべき役割

町民が生きがいを求め、健康で活力に満ちた生活を送ることができるよう、時代と共に求められる生涯学習の事
業内容を的確に捉え、団体の育成や人材の発掘により、町民との協働による事業展開を推進するための環境整
備と調整を行う。



３．課の経営方針

課の経営方針

１・管理運営や事業企画の充実を図り、より多くの方に施設を利用していただき、利用満足度と使用料の増加を目
指すとともに、優れた作品に触れる機会を増やし、豊かな人間形成を図る。また、住民相互の情報交換と町住民
のパイプ役となる文化・芸術活動のサポートや活動の中心となるような団体の育成を目指す。
２・図書室の存在意義を確立するために、図書室ボランティアや学校図書室との連携を取りながら運営面や蔵書
の構築を行う。
３・いつまでもどこまでも気軽にスポーツが楽しめるように各種スポーツの団体育成と普及に力を入れる。また、ゆ
め半島千葉国体デモンストレーションとしてのスポーツ行事「サイクリング競技」開催に向けて体制整備を図る。課 経営方針

（平成２２年度）
め半島千葉国体デモンストレ ションとしてのスポ ツ行事「サイクリング競技」開催に向けて体制整備を図る。
４・老朽化が進んでいるスポーツ施設及び耐用年数を経過している文化ホールの設備の計画的・効率的な修繕を
行う。
５・青少年健全育成の基幹組織である「青少年育成栄町民会議」の事業展開に力を入れていく。
６・他課との連携・共同による重点施策に関連する講座の展開に力を入れるとともに、講座やイベント等を整理統
合し、施設の有効利用と費用対効果の増大、支出の削減を目指す。

４ 施策の優先度

事業費 人員 地域資源

資源投入の方向性

優先度

４．施策の優先度

施　策　名班　　　名 特性分類
成果の
方向性

生涯学習班 ↑ → → ↑ Ａ

生涯学習班 → → → ↑ Ｂ

生涯学習班 → → → ↑ Ｂ

生涯学習事業の充実

青少年健全育成事業の充実

生涯学習資料の充実

Ｂ

Ｂ

Ｂ生涯学習班 → → → ↑ Ｂ

文化班 ↑ ↑ → ↑ Ａ

体育班 ↑ ↑ → ↑ Ａ

文化芸術発信拠点の充実

生涯学習資料の充実

スポーツ振興事業の充実

Ｂ

Ａ

Ａ

1

平成２１年度取り組み

地域教育力活用・支援事業を小学校区ごとに実施。
北辺田・酒直・布鎌小はふれあい推進委員を中心に地域・学
校・家庭が連携して色々なイベントを独自に企画して子供達の
情操教育に取組む。また、竜台小は、国の補助を受け「学校

北辺田・酒直・布鎌小については、各種イベントを
展開し、目的に沿った事業を推進した。
また、竜台小については、国の補助を受け、「学
校支援本部事業」として新たに立ち上げた。

N0 平成２１年度取り組み結果

情操教育に取組む。また、竜台小は、国の補助を受け 学校
支援地域本部事業」として独自な活動を支援する。

校支援本部事業」として新たに立ち上げた。


